
Tableau導入で顧客向けレポート作成の作業をゼロに
顧客からの高度な分析要求にも柔軟に対応可能

Before 導入前の課題

導入の背景
株式会社セプテーニは、インターネットを活用した包括的なマーケティング支援サービスを国内外の企
業向けに展開するデジタルエージェンシーです。以前よりスマートフォン広告に注力しており、その中で
も成長著しい動画広告の生産・販売体制を強化しています。また、昨今ニーズが高まっている「ブラン
ド広告」においても専門部署を設置し、デジタルエージェンシーならではの知見と実行力を活かした
ソリューションを提供しています。

「広告代理店の業務において、広告出稿に関するお客様へのレポートは欠かせません」と語るのは、
Septeni Japan 株式会社で、第二メディア本部 パフォーマンスデザイン部 チーフプロデューサーを務め
る小林 大記氏。以前は各広告配信プラットフォームの管理画面からクライアント毎に必要なデータを
抽出し、Excel でレポートを作成する方法が一般的だったと振り返ります。「しかしこの方法は手間が
かかる上、過去のデータの蓄積が難しいという状況でした」。

2012 ～ 2015 年頃にはスマートフォンの普及が急速に進み、大型の広告配信プラットフォームやメディ
アが続々と誕生すると同時に、配信メニューも大幅に増加し、複雑化しました。新規クライアントも
増え、これまでのレポーティング方法では問題があるという認識が広がっていきます。

「新規のお客様の中にはゲームやライフスタイル系のアプリディベロッパーが多く、最近ではアプリのイ
ンストールや利用を促す広告が増えています」と語るのは、レポート作成業務を担当する、株式会社
セプテーニ オペレーション本部 セールスオペレーション部の阿部 宣大氏。このような顧客からは、「月
次のレポートに加えて過去 3 か月分の推移」や「イベントやキャンペーンなど特定の粒度での集計」と
いった、固定の Excel フォーマットでの対応を超え、膨大なデータ処理を必要とする要望を頂くことも
増えているといいます。「取扱メディアや配信メニューが増えていることで、提出するレポートも多様化
し、お客様の要望すべてに対応することが難しくなっていました」。

広告出稿に関するレポート作成を Excel で行っていたため、作業に手間がかかり、過去のデータ蓄
積も難しかった。

会社概要

株式会社セプテーニ

https://www.septeni.co.jp/

業種：�インターネット広告

従業員数：�非公開
資本金：300 百万円（2018 年 3 月末現在）

所在地：�〒 160-6128 東京都新宿区西新宿
8 丁目 17 番 1 号　住友不動産新宿
グランドタワー 28F

事業内容：
株式会社セプテーニは、インターネットを
活用した包括的なマーケティング支援サー
ビスを国内外の企業向けに展開するデジタ
ルエージェンシー。
以前よりスマートフォン広告に注力しており、
その中でも動画広告の生産・販売体制を強
化している。また、昨今ニーズが高まって
いる「ブランド広告」においても専門部署
を設置し、デジタルエージェンシーならで
はの知見と実行力を活かしたソリューショ
ンを提供。その他、AI 技術を活用し、広
告効果の事前予測や改善案の提示、制作
サポートの実現に向けて大学と共同研究な
ども行っている。

導入製品

導入時期：2017 年 8 月

導入製品：
Tableau Creator ライセンス数：13
Tableau Explorer ライセンス数：152

主な利用環境：AWS RDS、Treasure Data

導入に要した期間：約 6 か月

After 導入後の効果

案件毎の Viz を一度作成しておけば、その後のレポート作成作業工数はゼロに。また、過去の期
間レポートや特定業種における横断レポートの作成など、より顧客やコンサルタントからの要望に
も対応しやすくなった。
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無料トライアル版をダウンロードして、ぜひ Tableau をお試しください。

 http://www.tableau.com/ja-jp/trial

Tableau Japan 株式会社 (Email: japan@tableau.com)

お客様プロフィール

お名前：小林 大記 様
役職：�チーフプロデューサー
部門名：
�Septeni Japan 株式会社 第二メディア本部 
パフォーマンスデザイン部
主な担当業務：
2007 年入社。営業担当、営業マネージャー、
コンサルタントを経験した後、2017 年にパ
フォーマンスデザイン部の立ち上げに参画。
現在はチーフプロデューサーとして業務効率
化 に 取り組 んで い る。 そ の 一 環 として
Tableau 利用環境の整 備やトレーニング、
啓 蒙 活 動 を 展 開。2017 年 6 月 に は
Tableau Desktop Qualified Associate も取
得している。

Tableauについての質問

Q1. Tableau で感動したことは ?
「トライアル＆エラーの実施スピードが向上

したことです。以前は Excel を使っていまし
たが、ちょっとした修正にもかなりの手間
がかかっていました。Tableau はデータの
見せ方を一瞬で変更できるため、トライア
ルのスピードが飛躍的に向上しています」

Q2. Tableau 導入後の変化は ?
「以前はまず要件定義を作り、それに合わ

せてものを作るという段取りだったため、
修正が必要になった時の対応に時間がか
かっていました。現在では「まず形を作っ
てから議論する」という流れに変わってい
るので、すり合わせの質が向上し、短いサ
イクルで必要なレポートやダッシュボードが
作れるようになっています」

Q3. Tableau でしたいことは ?
「Tableau には素晴らしいコミュニティがあ

るので、そこに積極的に参加し、情報共有
を行いたいと考えています。日本だけでは
なく海外にも、参考になる事例やノウハウ
があります。将来はこのような情報を活用
するだけではなく、自らも情報発信したい
と思っています」

「このままでは案件が増えるたびに、人を増やさなければ対応できなくなります」と小林氏。このよう
な状況を打開するには、レポート作成に必要なデータを集約した上で、それを柔軟に可視化できる環
境を確立する必要があったのです。

Tableau 導入・運用環境
この課題に対応するため、2016 年 12 月に経営議題として「DB へのデータ集約」の議論を開始。こ
れと並行して BI ツールの選定にも着手します。「主要な BI ツールについてはすべて情報を収集し、可
能なものはトライアルも行いました。そのうち 3 つの BI ツールが最後まで残りましたが、最終的に
Tableau をメイン BI ツールにすることに決定しました」（小林氏）。

現在のレポーティング環境は図に示す通りです。まず社内の組織データやクライアント情報といったマ
スターデータは、Amazon Web Services（AWS）の RDS へと集約。レポート作成に必要な各メディア
のデータは、社内の Treasure Data へと集約しています。ここから必要なデータを Tableau Desktop
と Tableau Server へと抽出。Tableau Desktop でレポートやダッシュボードなどの Viz を作成し、
Tableau Server へと登録しています。レポート提出を行うコンサルタントやメディア運用担当者は、
WebブラウザからTableau Server へとアクセスし、必要なレポートの入手やデータ分析を行っています。

Tableau 選定の理由
複数の主要 BI ツールの中から Tableau が選ばれた理由は、大きく 2 点あったと小林氏は説明します。

第 1 はビジュアルの美しさです。Tableau は他の BI ツールに比べ、その美しさは圧倒的だと指摘します。

第 2 は IT エンジニアでないユーザーでも、簡単にカスタマイズできることです。

「他社ツールの中にはテンプレートによるカスタマイズを可能にしているものもありますが、結局はテン
プレートの内容に制約され、ユーザーによる自由なカスタマイズは困難でした。これに対して Tableau
はテンプレートがなくても簡単にカスタマイズでき、美しい Viz を短時間で作成できます」（小林氏）。

Tableau 導入効果
Tableau の導入は、以下のような効果をもたらしています。

社内向けレポート作成時間を 9 割削減

「以前は案件毎の日次レポートを作成するため、1 本あたり平均 30 分の Excel 操作を行っており、そ
の作業回数も1か月あたり2 万回に上っていました」と振り返るのは、株式会社セプテーニ オペレーショ
ン本部 セールスオペレーション部でマネージャーを務める坂本 育美氏。Tableau の導入後は、最初に
各案件のレポート用の Viz を作成する必要はあるものの、その後は全く作業が不要になると語ります。

「現在ではすでにコンサルタント向けレポートの 9 割近くが Tableau へと移行されています」。

運用の標準化で全体的な傾向分析も可能

データを集約し Tableau で可視化するというプロセスを標準化したことで、出稿メディアやクライアン
トを横断した、全体的な傾向分析も可能になりました。「同業他社の比較によって施策の良し悪しが判
断しやすくなり、施策立案も短時間で行えるようになっています。また意思決定がスピーディになった
ことでより多くの入稿が可能になり、その結果を Tableau で分析することで、PDCA を迅速に回せるよ
うになりました」（阿部氏）。

今後の展開について
現在は主に、社内のコンサルタントが顧客に提出する既存レポートの作成や、メディア出稿の業績管
理といった、社内利用を軸に Tableau が活用されています。今後は Tableau の画面を顧客に直接提
供していくことも計画されており、すでにそのトライアルが始まっています。また他ツールとした分析
や予測などを行うことも検討されています。

「Tableau を導入したことで、パフォーマンス型運用広告に欠かせない PDCA スピードが向上し、お客
様へ提供するサービスの質をさらに高められていると感じています。」と小林氏。これからも Tableau
ならではの特長を生かしながら、データによる新たな付加価値を生み出していきたいと語ります。
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小林大記様（真ん中）、阿部宣大様（右）、坂本育美様（左）


